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今日の例会 2020年2月6日 来週の例会

■ 卓話

「感謝の心」

山本 行伸 君

■ 今日の歌 「君が代」「四つのテスト」

ピアノ 岩島 佳子 先生

■ 例会後 2月度定例理事会

■ 2月13日（木）

卓話 小林 正二 君

■ 例会前 第2回よろず相談室実行委員会

■ 例会後 創立55周年実行委員会

会長の時間 大橋会長（1/30分）

例会日：2020年2月6日（木）
（令和2年2月6日）

本日は地区社会奉仕委員会、副委員長の町さんが地区の献血のPRに

来られています。

うちの献血も5月にありますが4か月あくので、女性は厳しいですが男性は

大丈夫ですので皆様も是非ともご協力のほど、お願いします。

今期もまだ、よろず相談室や55周年の記念例会、衛星クラブの立ち上げ等、

まだまだ行事がありますので、よろしくお願いします。

それと生駒学園の招待イベントも参加予定の方、よろしくです。

最近はコロナウイルスが猛威をふるっています。

先日も博多や東京へ出張へ行ってきましたが、ホテルの部屋でもタクシーの

中でも、つい先ほどまで、ウイルスのキャリヤーの人が乗っているとしたら、

うつるかもなんて考えていたら、恐ろしく感じていました。

皆様も、うがいや手洗い、マスク等で自衛して気をつけてお過ごしください。

平和と紛争予防／紛争解決月間
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宮澤会員 卓話

いつも楽しみに拝読させていただいている本稿で

すが、まさか私の番がやってくるとも知らずに気

楽にしていたことを反省しながら、また、やはり今

回も改めて東大阪東RCの皆様にRCの事、皆様

の事、奉仕の事を考えさせていただく大変貴重で、

光栄なお時間を頂いたことに深く感謝申し上げま

す。私は「ロータリークラブなくして、自分の成長

はなし」と体感している真っ只中でありまして、ほ

ぼ全員が人生の先輩方の中で過ごさせていただ

いています。日々、優しく様々なことをご指導して

いただき、叱咤激励（ほとんどが感動するような

激励）を頂けることを心から幸せに感じています。

当時30歳で駒林会員、河村会員、小林会員に入

会のご推薦を頂き、もうすぐ5年が過ぎようとして

います。まさかその時は、年会費の支払いがきつ

くなる事があるなんて想像もしていませんでした。

本日、こうしてコラムを書かせていただいている

のも無事に納められたからでありまして、本当に

良かったです（笑）今日に至るまでRCを続けられ

たこと、ロータリアンを誇りに思えるようになった

のは、まさに会員の皆様、【人ヒト】がいたからで

す。今年度、私は意識的に例会に出席するように

しています。以前は、ホテルで優雅にランチ。を許

される環境ではなかったことと、中々タイミングが

合わないと言うのが例会欠席の言い訳でした。し

かし今年度、戸田幹事が就任され、本当に頑

張っている姿を見て、あ！これは自分も頑張ろ

う！今の私にできることはまずは例会に出席する

ことだと考え、決心し意識的に行動するようになり

ました。以前のとある例会では、その日、妻が体

調不良で1歳の息子を連れての例会は難しいか

なと思っていたら、「全く問題ない。連れておいで」

と声をかけていただき、吉崎会員や、田原会員に

抜群のあやし方で息子を見ていただき、例会に

出席する事ができました。本当に皆様、愛が凄い

ですよね。愛が絶対的に必要な仕事をしている私

にとって、こうしたことも勉強させていただいてい

ます。ようするに本当に可愛がっていただいてい

ます。

会員コラム 小畑 治彦

これからも皆様とともに、少しでも地球の為に貢

献すべく精進していく所存であります。それでは

本題に入ります。皆様はガンと聞くとどのようなイ

メージをお持ちでしょうか。三人に一人はなる時

代とも言われている現代社会で不治の病、必ず

死が訪れる。そんなイメージをお持ちの方も少な

くありません。しかし昨今、ステージ4でも完治した

症例が出てきています。医学の進歩はもうすぐ近

い将来ガンさえも完治させてくれるかもしれませ

ん。そして今日、早期発見早期治療が大切なガン

が、家庭で発見できるようになりました。線虫と言

う虫の性質を利用して検査を行い、誰もが簡単に

発見できる時代が来ています。と言うことは、ガン

になったら300万円支給されるようなガン保険が

あるのは今だけなのか？１万円で発見でき、10万

円で治せるのに保険会社から300万円。プチ情報

ですが今の良いガン保険は無くなると囁かれてい

ます。現在、素晴らしいガン保険に加入されてい

る方は時代を読んだ賢者です。今の間に、とは正

にこのことかも知れないですね。以上、拙い文章

にもかかわらず最後までお付き合い頂き誠にあり

がとうございました。



幹事報告 戸田幹事

《これからの予定》

【1】 2/9（日）第4回ひがし大阪小学生カルタ大会

【2】 2/13（木）11：00～第2回よろず相談室実行

委員会

13：40～第11回創立55周年実行委員会

【3】 2/14（金）ＩＭ第4組会長・幹事会（大橋会長、

浅浦副幹事出席）

【4】 2/15（土）第22回寺子屋子ども食堂

【5】 2/15（土）地区チーム研修セミナー（吉﨑ガ

バナー補佐エレクト、大橋会員、一由会員、

岡田会員、田原会員出席）

【6】 2/16（日）ローターアクト第2回地区献血

《連絡事項》

【1】 2020-2021年度版ロータリー手帳をご希望の

方は受付にてお申込み下さい。定価660円

（税込）で5月下旬納品予定です。

出席報告 1月30日

（1/30）の出席者数：25名（4）

ゲスト1名：地区社会奉仕委員会副委員長
新大阪ＲＣ 町 博昭 様

1/30出席率：46.3％

※（ ）内数字は出席免除会員の出席者数
会員：61名（免除11名）

1/9 1/16 1/23

HC出席 37(6)名 31(3)名 27(2)名

MU出席 5(1)名 7(1)名 10(2)名

修正出席率 73.68％ 70.37％ 68.52％

委員会報告①

社会奉仕委員会
委員長 田原 さおり

２月１日、第２１回子供食堂を実施いたしました。今

年は異常な暖冬とはいえ、この日はこの冬１番と思

われる寒さの厳しい日となりましたが、この日も好

天に恵まれました。子供食堂の開始時間は正午か

らですが、ボランティアの方は １１時には準備のた

め来てくださいます。毎回、１１時３０分にはお弁当

が届きますが、まだお弁当も届かない１１時過ぎに

元気なⅠ君とK君がやってきて、門前でキャッチ

ボール、Ⅰ君はTシャツ１枚、子供食堂を楽しみにし

ていてくれるのでしょう。前回は、欠席者も多く参加

者が少なかったので心配していましたが、今回はほ

とんど全員が出席、その上、参加者の子供が友達

を連れてきたので子供は２９名、また、ボランティア

に前にも何度か来てくれた東大阪大学の学生さん

も参加してくれて、予想以上の人数となり、食事の

数が足らなくなり、ボランティアの福井さんがお弁当

を買いに走ってくださいました。

いつもの通り、食事、学習、遊びと過ぎていく中、一

人の男の子が体調を崩したようで、すぐに保護者に

連絡、お母さんが来てくれました。スタッフがもう迎

えに来ていただいたのだから帰った方がいいと勧

めたのですが、よほどこども食堂が好きなのか帰り

ません、お母さんと寒い外では遊ばないと約束して

最後まで本堂の中でみんなと時間を過ごしました。

スタッフの皆様がいつも子供たちの事を見守ってい

てくださいますが、体調不良を訴えたのは初めて、

心配しましたが無事終わることができました。

55周年実行委員会
実行委員長 天野 正亮

2/2(日)社会奉仕委員会は生駒学園の児童と共

に天保山マーケットプレイスと池田市にあるカップ

ヌードルミュージアムに行って来ました。

ロータリアン10名、生駒学園児童25名、職員9名

の44名が参加しました。

なお、今回の子供食堂の参加者は子供２９名、ボラ

ンティアの方はいつものように民生委員の方２名、

ご協力いただく方１2名、東大阪大学の学生黒田君、

クラブよりは田原会員と私の２名、合計４４名の参

加がありました。

委員会報告②

8班に分かれて行動しました。

子ども達は2階建の大型バスに乗り込み、道中を

楽しく過ごしました。

当初の予定より早く天保山に到着し、お店が開い

ておらず施設内に入れないというアクシデントが

ありましたが、ロータリアンの機転により、急遽ニ

コニコで遊覧船サンタマリア号に乗船する事にな

りました。これには、子ども達も大喜びでした。

その後、マーケットプレイスにて昼食を取りました。

フードコートでは子ども達がラーメンやお寿司など

好きな食べ物を選び、余った金券で、アイスや

ジュースも買えました。班毎にロータリアンも付き

一緒にポテトを分け合ったりし仲良く食べました。

カップヌードルミュージアムに到着すると、まずは

オリジナルのカップヌードルを作りました。

カップに好きな絵や色を塗り、中に好きな具を入

れる事が出来ます。2月はバレンタイン月というこ

とで、特別なハート型の限定ナルトも選べました。

その後のチキンラーメン作りでも、2月だけのハー

ト型チキンラーメンとなりました。皆、お揃いのエ

プロンとチキンラーメンのキャラクターひよこちゃ

んの三角巾をし、粉から製麺体験をしました。

普段見慣れないパスタマシーンを使い、何度も生

地を伸ばし、麺をカットしました。

子ども達はもちろんですが、ロータリアンも夢中に

なってラーメン作りを楽しみました。

元気な子ども達と一緒に走り回って遊ぶ、という

事はロータリアンにとっては体力的に難しいです

が、一緒に何かを作る、というのは楽しめるんじゃ

ないかと思い、企画しましたが、結果大成功で

あったと思います。

子ども達は思い出と共にチキンラーメンやカップ

ヌードルというお土産も持ち帰りました。これを食

べる時、またこの日の事を思い出し、2度楽しんで

くれれば良いな、と思っています。

最後になりますが、子ども達から名前を聞かれま

した。私は浅浦会員の班に入れてもらったのです

が、このおじさんは「浅じぃ」だよ、と教えると、浅

じぃ浅じぃと子ども達が連呼し、ぐっと距離が縮ま

りました。

子ども同士はお互い知っていますが、私たち参加

ロータリアンのことは何と呼んでいいのか戸惑う

ようです。

今後はロータリアンは名札を付けるか、呼んで欲

しいニックネームを伝えるなど、最初に自己紹介

をするのも子ども達と1日一緒過ごす上で大切な

事ではないかと感じました。


